
























※ 事業主体：山鹿市、鹿本医師会、市民医療センター　実施主体：鹿本医師会、市民医療センター

山
鹿
市
議
会
事
務
局

〒
861-0592　

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987-3

電
話
 0968-43-1634

山
鹿
市
議
会
だ
よ
り
 vo
l.2
8

議会の主な動き
1日
9日
14日
15日
16日

21日

26日

2日
5日
17日

19日
20日
26日

29日

2日
3日
4日
7日
8日
11日
14日
15日

16日

(木）
（金）
（水）
(木）
（金）

（水）

(月）

(月）
(木）
（火）

(木）
（金）
(木）

（日）

（水）
(木）
（金）
(月）
（火）
（金）
(月）
（火）

（水）

広報広聴委員会
広報広聴委員会
鹿北分署庁舎建設工事安全祈願祭
熊本県市議会議長会
国道3号植木バイパス（1工区）
早期実現期成会要望活動
全員協議会
山鹿市議会スポーツ振興議員連盟総会
議会運営委員会

11月臨時会
清浦奎吾伯墓前祭
全国議長会「国会対策委員会」
国道3号植木バイパス（1工区）
早期実現期成会要望活動（～18日）
議会運営委員会
議会タブレット端末操作研修会
12月定例会開会・全員協議会
広報広聴委員会
鹿本地域植樹祭

質疑・一般質問
質疑・一般質問
建設経済常任委員会
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
議会運営委員会・本会議・全員協議会
議会運営委員会
12月定例会閉会・全員協議会・
議会運営委員会・広報広聴委員会
議会運営委員会・全員協議会

編

集

後

記

10
月

11
月

12
月

広
報
広
聴
副
委
員
長

　
　
　
　
立
　
山
　
大
二
朗

　
第
４
期
山
鹿
市
議
会
も
、
い
よ
い
よ

任
期
満
了
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
紙
特
集
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

２
年
間
は
広
報
委
員
会
と
し
て
、
残
り

２
年
間
は
広
報
広
聴
委
員
会
と
し
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
の
政
治
学
者
で
あ
る
マ
ッ
ク

ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
著
書
「
職
業
と
し

て
の
政
治
」
で
、
政
治
家
に
と
っ
て
必

要
な
資
質
を
「
情
熱
」
「
責
任
感
」

「
判
断
力
」
と
定
義
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
広
報
広
聴
委
員
会
は
、
市
の

発
展
に
向
け
て
情
熱
を
傾
け
、
情
報
公
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【人事案件】
〈人権擁護委員〉
　市長から提出された｢人権擁護委員の推薦｣に
ついては、次のとおり同意しました。
　山鹿市鹿北町芋生　　　　　井上　俊也

〈農業委員会委員〉
　市長から提出された｢農業委員会委員の任命｣
については、次のとおり同意しました。
　山鹿市宗方　　　　　　　　森　喜代輝
　山鹿市鹿北町芋生　　　　　稲葉　和弘
　山鹿市鹿北町岩野　　　　　廣松　久喜
　山鹿市菊鹿町上永野　　　　多久　正光
　山鹿市鍋田　　　　　　　　坂本　照子
　山鹿市方保田　　　　　　　長曽我部徹
　山鹿市鹿央町合里　　　　　志方　精之
　山鹿市菊鹿町米原　　　　　米岡　一利
　山鹿市鹿本町中川　　　　　守川　千穂
　山鹿市石　　　　　　　　　德丸誠次郎
　山鹿市鹿本町中川　　　　　隈部　誠一
　山鹿市平山　　　　　　　　田中　春雄
　山鹿市鹿央町広　　　　　　廣田　幸德
　山鹿市古閑　　　　　　　　光永　　太

▲新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して整備した「発熱トリアージ外来設備」
　半円形のテントは陰圧が可能（左が診察室で、右が検体採取用テント）

28第
11月臨時会
12月定例会

号

【発熱トリアージ外来について】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から、かかりつけの医療機関を受診した発熱
患者と一般患者との接触機会を減らすため、
鹿本医師会会員医療機関からの紹介により予
約制で診療・検査を実施する。診察にあたる
のは鹿本医師会会員医師と看護師。

※敬称略

開
へ
の
責
任
感
を
持
ち
、
様
々
な
判

断
・
決
断
の
上
で
広
報
広
聴
の
職
務

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
市

民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
と
な
る

た
め
、
ま
た
議
会
機
能
の
向
上
の
た

め
の
挑
戦
で
し
た
。
そ
し
て
政
務
活

動
費
の
公
開
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
、
そ
し
て
議
会
だ
よ
り
の
紙
面

改
革
な
ど
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
改
革
が
市
民
の
皆
様
に

寄
与
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で

す
。
改
め
て
議
会
だ
よ
り
の
ご
拝
読

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和2年(第5回)11月臨時会における審議結果および賛否一覧

議案
第70号

議案
第71号

可　決

可　決

全会一致

全会一致

議 

決 

結 

果

○は賛成　●は反対　（議長は採決には加わりません）
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議　案　等　番　号

議　員　名

（議席順）

令和２年度山鹿市一般会計補正予算（第６号）

令和２年度山鹿市病院事業会計補正予算（第２号）

主　な　議　案主　な　議　案
　11月臨時会では、国の第２次補正予算において追加された「新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用し、『経済政策』及び『感染防止

対策』をより充実するために、令和２年度補正予算に係る予算案件２件の提出

があり、審査を経て、いずれも可決しました。

7,431万円
3億7,740万円

8,960万円

感染拡大防止経済と暮らし

教育・子育て医療・福祉

8,979万円

◆
議
案
第
72
号

　
山
鹿
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償

　
等
に
関
す
る
条
例
及
び
山
鹿
市
長
等
の
給
与

　
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
・
市
議
会
議
員
及
び
市
長
等
の
期
末
手
当
の
支

　
　
給
割
合
を
０
・
05
月
引
き
下
げ
る
も
の

◆
議
案
第
73
号

　
山
鹿
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
・
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
05
月

　
　
引
き
下
げ
る
も
の

◆
議
案
第
82
号

　
令
和
２
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

　
補
正
前
　
　
　
４
０
４
億
３
２
６
７
万
６
千
円

　
補
正
額
　
　
　
　
　
　
　
△
７
１
３
万
４
千
円

　
補
正
後
の
額
　
４
０
４
億
２
５
５
４
万
２
千
円

　
・
給
与
改
定
等
　
　
　
△
１
９
７
８
万
６
千
円

　
・
農
産
物
生
産
振
興
事
業
　
９
０
８
万
７
千
円

◆
議
案
第
92
号
〜
97
号

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◆
議
案
第
99
号
〜
112
号

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

主
な
議
案

反
対
討
論

議
席
番
号
３
番
　
芋
生
よ
し
や

議
案
第
74
号
　

　
市
民
が
収
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
、
執
行
状
況
は
ど
う
な
の
か
を
知

ら
せ
る
財
政
情
報
を
、
今
回
、
全
世
帯
配
布
の

「
市
広
報
紙
に
掲
載
し
て
公
表
す
る
」
か
ら

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
閲
覧
に
供
す

る
方
法
に
よ
り
行
う
」
に
変
更
す
る
の
は
、
ネ

ッ
ト
環
境
が
全
世
帯
を
カ
バ
ー
す
る
状
況
に
達

し
て
お
ら
ず
、
市
民
の
知
る
権
利
を
阻
害
す
る

も
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
載
と
と
も

に
広
報
紙
に
も
掲
載
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

こ
の
条
例
改
正
に
反
対
す
る
。

陳
情
第
13
号

　
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
は
批
准
国
が
50
に
達

し
、
令
和
３
年
１
月
22
日
に
条
約
発
効
確
定
と

な
っ
た
。
日
本
政
府
が
参
加
・
調
印
・
批
准
を

す
る
こ
と
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
被
爆

者
の
強
い
願
い
で
あ
る
。
非
核
平
和
都
市
宣
言

を
行
っ
て
い
る
山
鹿
市
の
議
会
と
し
て
、
国
に

意
見
書
を
上
げ
る
べ
き
で
、
今
回
継
続
審
査
と

な
れ
ば
改
選
を
迎
え
る
議
会
と
し
て
審
議
未
了

で
廃
案
と
な
り
か
ね
な
い
。
直
ち
に
採
択
す
べ

き
だ
と
考
え
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
反
対

す
る
。

議　 案
第103号
議　案
第104号
議　案
第105号
議案
第106号
議案
第107号
議案
第108号
議案
第109号
議案
第110号
議案
第111号
議案
第112号
陳情
第13号

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

継続審査

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

議 

決 

結 

果

寺
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児

横
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介

永
田

　紘
二

堀
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一

吉
本
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幸

平
井

　邦
廣

藤
原

　
　豊

芹
川

　正
美

北
原

　昭
三

冨
丸
洋
一
郎

冨
田

　弘
海

服
部

　香
代

有
働

　辰
喜

勢
田

　昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川

　榮
二

立
山
大
二
朗
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○  ○  ●  ●  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

議　案　等　番　号

議　員　名

（議席順）

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

「核兵器禁止条約」への早急な参加・批准を求める
意見書提出の陳情（継続審査に対する賛否）

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

11
月
臨
時
会
審
議
結
果
・

　
　賛
否
一
覧
・
主
な
議
案

12
月
定
例
会
審
議
結
果

賛
否
一
覧
・
主
な
議
案
・
討
論

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

11
月
臨
時
会
審
議
結
果
・

　
　賛
否
一
覧
・
主
な
議
案

12
月
定
例
会
審
議
結
果

賛
否
一
覧
・
主
な
議
案
・
討
論

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
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常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

※

委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、

　広
報
広
聴
委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
付
託
案
件

　
議
案
10
件…

可
決

　◆
主
な
審
査
内
容

　山
鹿
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
山
鹿
ビ
ル
の
状
況
と
今
後
の
対
応
は

 

　　入
居
者
は
全
員
が
退
去
さ
れ
、
市
営
山
鹿

ビ
ル
住
宅
を
廃
止
す
る
。
建
物
解
体
に
向
け

て
区
分
所
有
者
の
全
員
の
合
意
形
成
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
建
物

の
危
険
性
を
重
視
し
た
動
き
を
、
専
門
家
の

意
見
も
含
め
て
練
っ
て
い
く
。

　　
農
業
集
落
排
水
事
業
が
公
共
下
水
道
事
業

に
編
入
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な

場
所
は

　　
三
玉
・
八
幡
処
理
区
、
川
北
、
蒲
生
、
梶

屋
の
処
理
区
を
年
次
計
画
で
接
続
す
る
予
定
。

目
標
と
し
て
は
令
和
11
年
度
ま
で
に
接
続
を

完
了
す
る
計
画
。

　　
市
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は

　　
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
を

持
続
可
能
な
事
業
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
が

目
標
で
、
市
民
負
担
の
変
更
等
は
な
い
。
施

設
等
の
数
を
減
ら
し
て
維
持
管
理
費
用
の
削

減
を
図
る
。

12/4
開催 建
設
経
済
常
任
委
員
会

◎
冨
田
　弘
海
　○
北
原
　昭
三

　横
手
　啓
介
　
　池
田
　誠
一

　藤
原
　
　豊
　
　立
山
大
二
朗

　
農
産
物
生
産
振
興
事
業
の
内
容
は

　　
茶
葉
に
火
山
灰
が
降
り
注
い
だ
部
分
の
洗

浄
機
購
入
を
支
援
す
る
も
の
。

　　
観
光
費
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の

補
正
予
算
の
内
容
は

　　
聖
火
リ
レ
ー
の
中
身
は
以
前
の
計
画
と
変

わ
ら
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
含
め
、
再
度
関
係
機
関
等
と
対
策

内
容
に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　　
指
定
期
間
を
５
年
間
と
す
る
理
由
は

　　
原
則
３
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
物
産
館
な

ど
施
設
の
性
質
に
よ
っ
て
は
設
備
投
資
等
が

あ
る
た
め
、
事
業
展
開
を
鑑
み
て
３
年
ま
た

は
５
年
の
指
定
期
間
を
設
け
て
い
る
。

　　　
昔
の
公
園
が
あ
っ
た
頃
か
ら
温
泉
湧
出
の

部
分
が
あ
る
が
、
管
理
は
待
合
所
棟
か
、
物

販
棟
か

　　
待
合
所
棟
側
の
指
定
管
理
者
で
管
理
し
て

い
る
。

◆
付
託
案
件

　
議
案
6
件…

可
決

　◆
主
な
審
査
内
容

　山
鹿
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

①
「
発
熱
ト
リ
ア
ー
ジ
外
来
」
事
業
　

　
発
熱
等
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
疑
わ
れ
る
患
者
と
一
般
患
者
と
の
接
触
を
避

け
、
診
療
・
検
査
を
実
施
す
る
施
設
と
し
て
、

11
月
16
日
か
ら
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に

設
置
さ
れ
た
仮
設
陰
圧
テ
ン
ト
「
発
熱
ト
リ
ア

ー
ジ
外
来
設
備
」
を
視
察
し
た
。
担
当
者
か
ら

は
、
業
務
内
容
、
診
療
体
制
、
運
営
方
法
な
ど

説
明
を
受
け
た
。

②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
「
く
る

　
ば
い
三
玉
」

　
「
く
る
ば
い
三
玉
」
は
、
小
規
模
多
機
能
ホ

ー
ム
「
い
つ
で
ん
く
る
ば
い
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト

（
出
張
所
）
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
。
サ
テ

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

◎
堀
　
　茂
幸
　○
吉
本
　政
幸

　永
田
　紘
二
　
　有
働
　辰
喜

　芋
生
よ
し
や

ラ
イ
ト
施
設
の
た
め
利
用
者
数
は
限
ら
れ
る
が
、

介
護
職
員
の
確
保
基
準
が
緩
和
で
き
て
い
る
。

現
在
、
地
域
に
根
差
し
た
介
護
事
業
所
と
し
て

弁
当
配
食
な
ど
の
生
活
支
援
は
も
と
よ
り
、
高

齢
者
雇
用
の
場
と
し
て
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
た
。

　③
移
住
定
住
相
談
窓
口
「
山
鹿
暮
ら
し
サ
ポ
ー

　
ト
局
」

　
　

　
空
き
家
の
所
有
者
や
移
住
希
望
者
か
ら
の
幅

広
い
相
談
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

旧
来
民
郵
便
局
（
ゆ
ー
く
ん
ち
）
に
設
置
さ
れ

た
「
山
鹿
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
局
」
を
視
察
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
常
駐
し
、
相
談
者
に
は
専
門
性
を

生
か
し
必
要
と
さ
れ
る
的
確
な
情
報
の
提
供
が

行
わ
れ
て
い
た
。

山
鹿
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
２
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
中
所
管

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
山
鹿
市
一
本
松
農
村
公
園
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
山
鹿
バ
ス
セ
ン
タ
ー
（
待
合
所
棟
）
）

平
山
地
区
市
道
城
堂
ノ
原
線
災
害
復
旧
箇
所

　
鹿
央
上
広
地
区
農
地
災
害
復
旧
箇
所

　
令
和
２
年
７
月
３
日
か
ら
14
日
に
か
け
て

の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
、
山
腹
が
崩
壊
し

田
面
に
土
砂
が
堆
積
し
た
も
の
。

現
地
調
査

現
地
調
査

12/7
開催

くるばい三玉

令和2年(第6回)12月定例会審議結果及び賛否一覧

議　 案
第73号
議　 案
第74号
議　 案
第75号
議　 案
第76号
議　 案
第77号
議　 案
第78号
議　 案
第79号
議　 案
第80号
議　 案
第81号
議　 案
第82号
議　 案
第83号
議　 案
第84号
議　 案
第85号
議　 案
第86号
議　 案
第87号
議　 案
第88号
議　 案
第89号
議　 案
第90号
議　 案
第91号
議　 案
第92号
議　 案
第93号
議　 案
第94号
議　 案
第95号
議　 案
第96号
議　 案
第97号
議　 案
第98号
議　 案
第99号
議　 案
第100号
議　 案
第101号
議　 案
第102号

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

議 

決 

結 

果

○は賛成　●は反対　（議長は採決には加わりません）

寺
崎

　勇
児

横
手

　啓
介

永
田

　紘
二

堀

　
　茂
幸

池
田

　誠
一

吉
本

　政
幸

平
井

　邦
廣

藤
原

　
　豊

芹
川

　正
美

北
原

　昭
三

冨
丸
洋
一
郎

冨
田

　弘
海

服
部

　香
代

有
働

　辰
喜

勢
田

　昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川

　榮
二

立
山
大
二
朗

2019181716151413121197654321

○  ○  ●  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

議　案　等　番　号

議　員　名

（議席順）

山鹿市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する
条例及び山鹿市長等の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例

山鹿市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例
山鹿市財政状況の公表に関する条例の一部を改正す
る条例
山鹿市督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改
正する条例

山鹿市税特別措置条例の一部を改正する等の条例
　
山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　
山鹿市営住宅条例の一部を改正する条例
　
山鹿市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改
正する条例
山鹿市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

山鹿市火災予防条例の一部を改正する条例
　

令和２年度山鹿市一般会計補正予算（第７号）
　
令和２年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第３号）
令和２年度山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予
算（第１号）

令和２年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算
（第３号）

令和２年度山鹿市水道事業会計補正予算（第２号）
　
令和２年度山鹿市病院事業会計補正予算（第３号）
　
令和２年度山鹿市下水道事業会計補正予算(第１号）
　
財産の譲渡について
　
財産の譲渡について
　
財産の取得について
　
公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿市６次産業化・観光連携推進施設）
公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿市一本松農村公園）

公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿バスセンター（待合所棟））
公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿バスセンター（物販棟））
公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿市カルチャースポーツセンター）

公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿市民プール）
　
人権擁護委員の推薦について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

議　 案
第72号

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

11
月
臨
時
会
審
議
結
果
・

　
　
賛
否
一
覧
・
主
な
議
案

12
月
定
例
会
審
議
結
果

賛
否
一
覧
・
主
な
議
案
・
討
論

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

11
月
臨
時
会
審
議
結
果
・

　
　
賛
否
一
覧
・
主
な
議
案

12
月
定
例
会
審
議
結
果

賛
否
一
覧
・
主
な
議
案
・
討
論

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
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◆
付
託
案
件

　
議
案
10
件…

…

可
決

　
陳
情
１
件…

…

継
続
審
査

◆
主
な
審
査
内
容

山
鹿
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
一
部
を
改

正
す
る
条
例

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　
今
ま
で
「
広
報
や
ま
が
」
で
公
表
さ
れ

て
い
た
が
、
予
算
の
公
表
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
み
に
な
る
の
か

　
年
4
回
広
報
紙
に
掲
載
し
て
い
た
が
、

今
回
の
改
正
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
と

な
る
。

　
他
市
の
状
況
は

　
公
表
を
行
う
方
法
を
広
報
紙
と
す
る
条

例
は
、
本
市
の
み
。
掲
載
版
に
よ
る
公
表

が
人
吉
市
・
水
俣
市
、
あ
と
の
11
市
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
公
表
と
な
っ
て
い

る
。

　
今
、
山
鹿
市
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲

覧
で
き
る
人
は
ど
れ
だ
け
か

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
寺
崎
　勇
児
　〇
服
部
　香
代

　平
井
　邦
廣
　
　芹
川
　正
美

　冨
丸
洋
一
郎
　
　勢
田
　昭
一

　小
川
　榮
二

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
率
は
、
全
国
で
63
・
３
％
、

熊
本
県
で
54
・
9
％
の
統
計
が
あ
り
、
そ

の
他
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
利

用
を
含
め
る
と
高
い
利
用
率
に
な
る
と
考

え
る
。

12/8
開催

広
報
広
聴
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

　
２
年
前
ま
で
は
、
「
広
報
委
員
会
」
・

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
準
備
委
員
会
」
・
「
議
会

報
告
会
準
備
委
員
会
」
を
そ
の
都
度
立
ち

上
げ
、
各
常
任
委
員
会
か
ら
２
人
選
出
し

た
６
人
で
構
成
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
３
つ
の
委
員
会
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
構
成
で
あ
っ
た

た
め
、
３
委
員
会
を
合
わ
せ
て
「
広
報
広

聴
委
員
会
」
を
結
成
し
、
次
の
こ
と
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑴
　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
内
容
充
実
を
図

　
り
、
（
従
来
通
り
）
年
４
回
発
行

⑵
　
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
の
事
前
研
修

　
を
行
い
、
令
和
２
年
９
月
定
例
会
か
ら

　
使
用
開
始

⑶
　
「
議
会
報
告
会
」
の
企
画
・
実
施

　
（
た
だ
し
、
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ

　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

　
め
中
止
）

　
ま
た
、
今
後
の
議
会
報
告
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

１
１
４
人
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
次

年
度
か
ら
の
開
催
に
向
け
て
の
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
議
会
の
様
子
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
２

年
間
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
〈
山
鹿
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
〉

ころう君と学ぶ！　「議会用語の基礎知識」

「選挙」って何だコロ～？「選挙」って何だコロ～？

チヨマツ：今日は山鹿市の市長と議員を選ぶ選挙に行くよ！

ころう君：選挙って、何だコロ～？

チヨマツ：ぼくたちが住んでいる山鹿市を快適で住みよいまち

　　　　　にするために選挙で市民の代表を選び、ぼくたち市

　　　　　民に代わって大切な仕事をしてもらうんだよ。その

　　　　　代表が、市長と市議会議員なんだ。

ころう君：市民みんなで話し合えばいいコロ～？

チヨマツ：市民全員が集まることは難しいんだ。だから、自分

　　　　　たちの代わりに、その意見を市政に反映してくれる

　　　　　代表を選ぶんだよ。それが「選挙」なんだ。

ころう君：ぼくも選挙に行くコロ～♪

チヨマツ：（ころう君は18歳になっているのかな？）
チヨマツ

ころう君

手あらいや
うがいも、
わすれずに！

おにぎり
パワーで、カ
ゼに負けない
コロ～♪

質問

答弁

改正健康増進法について

土地改良区に対する対応について

　本市では対象施設のうち本庁舎は敷地内全
面禁煙、その他の施設は検討して判断すると
し、昨年7月1日より施行されたが「喫煙所設
置要望」を趣旨として市議会に提出された陳
情書2件が全会一致で採択、この結果と、そ
の後の市の検討結果を併せての現状は

総務部長
　市議会での陳情書採択を重く受け止めたうえで、法
の趣旨「望まない受動喫煙防止」の観点から、公共施
設利用者の目的や施設の性格など様々な観点から分析、
検討し本庁舎、市民センター、学校や病院等は全面禁
煙、一方、観光施設、物産館、文化・体育施設など対
象167施設中、48施設に喫煙所を設置している。

答弁 総務部長

　市たばこ税は、まちづくりをはじめ、福祉・医療・
教育・農業振興や商業・観光振興等の施策に活用。他
自治体における喫煙所設置は、各自治体の事情を踏ま
えて、熟慮のうえなされた判断と推察する。

質問 　市たばこ税として本市では年間３億円以上
の税収があるがその使途は何か、また、熊本
県庁、県広域本部（地域振興局）や県下14
市中11市は屋外喫煙所を設けているが、こ
れらの自治体では「望まない受動喫煙」が守
られていないとの認識か

質問

答弁

　国の施策で、自主・自立した事業団的組織
を目指して土地改良区が合併するが、取り巻
く環境は大変厳しく、目指す組織が出来上が
るまでは市の指導と援助をお願いしたい

経済部長

　土地改良区が組織運営基盤の強化を図り、その目的
を達成できる組織となるよう協議しながら連携して取
り組んでいく。

有働 辰喜　議員
うどう　たつき

せんきょ

　
指
定
管
理
者
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
、

他
の
自
治
体
で
不
適
切
な
事
例
が
あ
る
。

監
査
方
法
は

　
監
査
は
市
職
員
が
対
応
し
て
お
り
、
適

切
に
行
っ
て
い
る
。

　
指
定
期
間
が
３
年
・
５
年
と
あ
る
が
、

な
ぜ
か

　
山
鹿
市
の
指
定
管
理
方
針
の
中
で
、
指

定
の
期
間
は
「
原
則
３
年
間
」
と
す
る
と

あ
る
。
施
設
の
性
質
や
利
用
者
等
に
よ
っ

て
、
５
年
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
社
会
体

育
施
設
は
、
３
年
間
を
基
本
と
し
て
い
る
。
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　医師の確保を第一にし、勤務環境改善等に努めてい
る。令和５年には施設整備に係る償還額が減少し改善
が図られる見込みである。

　医業損失は年々増加し令和元年度は3億
4600万円で、令和2年度の一般会計からの繰
入金は5億６千万円になっている。経営改革
はどのように行われるのか

　　　　将来、無医地区となった地域には巡回診療や
　　　送迎などの必要が出てくるのではないか。将来
　　　の地域医療に対する考えは

　　　　病床稼働率が下がり続けるなら、ベッド数を
　　　大幅に減らし、全室差額ベッド代を取らない個
　　　室にするなど、規模縮小での改革が必要ではな
　　　いか

　「地域住民の生命と健康への貢献」を軸に患者さま
中心の信頼される良質な医療の提供を経営理念として
いる。
　経営を安定させ継続可能な病院運営を行い、地域医
療連携を図り、医療の質の向上・人材育成に努め信頼
される病院にすることを責務と考える。

　　　　事業管理者の経営理念と責務について

　病床の削減など機能の変更は、慎重な検討が必要と
考える。削減によって、混合病棟となることにより看
護ケアが不十分になる可能性があるなど問題がある。
その時に応じた最適な医療体制を整えていく。　

　将来にわたって地域住民の医療を守るのは、医療政
策としてもまた自治体病院の役割としても重要である。
しかし医師、看護師の確保が最大要件であり、かつ当
センターだけで解決できる問題ではなく、県市行政の
政策として地域医療機関も含め十分協議する必要があ
る。

　日ごろから紹介・逆紹介及びかかりつけ医の支援な
ど連携に努め、入院診療を主体とした地域医療の役割
分担を図っている。今後も医師会活動には、できるだ
け協力することは当然のことだと考えている。

　　　　鹿本医師会等との連携・協力体制についての
　　　考えは

　ゼ

質問

答弁

質問

答弁 経済部長

経済部長

質問

答弁 教育部長

質問

答弁 教育部長

質問

答弁

永田 紘二　議員

市民部長

バイオマスセンターの現状と今後

有害鳥獣対策の充実

①廃止に向けた取り組みの現状と今後のスケ
ジュールについて
②堆肥舎の活用をどのように考えているか

学校規模適正化事業

　八幡小・平小城小・三岳小の統合に向けた
取り組み状況は

　八幡小を統合予定地として事業を推進してきたが、
土砂災害特別警戒区域の指定を受け、その対策等に期
間を要し大幅な遅れを生じた。その間、平小城小・三
岳小で複式学級編成が進んだことにより、各方面から
この２校を山鹿小に編入する計画として見直してはど
うかという意見があった。様々な検証を行った結果、
教育委員会としても、複式学級の早期解消が可能とな
る平小城小・三岳小を山鹿小へ編入する案が最も優位
性のあるものと捉え、変更計画案を進める運びとなっ
た。

　今後の方向性は

　変更計画案について保護者や地域の関係者のご理解
をいただければ、統合準備委員会、学校規模適正化等
協議会などに諮り、計画変更の手続きを行い、令和５
年４月の編入を目標に事業を進めたい。また、変更計
画案により現行のまま存続となる八幡小については、
耐力度調査で建て替えと判断された体育館について整
備を検討したい。

令和４年度からの資源ごみの処理について

 リサイクルプラザの使用期限（令和3年度ま
で）後の資源ごみの処理は

ながた　こうじ

立山 大二朗　議員
たてやま　だいじろう

　令和4年度からの本市単独処理に備え、中継施設を
環境センター隣接地に整備する。ただし令和4年度は
リサイクルプラザの施設を本市単独で倉庫として使用
する計画。なお、市内業者への収集運搬委託体制や、
市民の方の分別方法などが大きく変わることはないも
のと考えている。

質問

答弁 福祉部長

子育てワンストップサービスの対応状況について

　現在の対応状況や今後の展開は

　「子育てワンストップサービス」とは、マイナンバ
ーカードにより子育てに関する行政手続きが行えるも
の。本市ではこのサービスを利用して児童手当や保育
園等の手続きに係る様式の一部、及び妊娠の届出に係
る様式を入手することが可能。対面による聞き取りや
原本提出が必要な手続きがあるため、全てが移行でき
るものではないと考えている。

質問

答弁 ①首席教育審議員　②教育部長

地域と学校の連携・協働について

①コミュニティ・スクールの対応状況は
②「地域学校協働活動」の具体的な取り組み
　について

①学校運営協議会を設置した「コミュニティ・スクー
　ル」は現状で15校のうち8校の指定。残り7校は法
　的な要件や権限を緩和し開かれた学校づくりの仕組
　みを整えられる「熊本版コミュニティ・スクール」
　を導入済み。
②「地域学校協働活動」として本市では12館の地区公
　民館に公民館指導員兼務の推進員12名を配置。地域
　の祭りに子どもたちが企画段階から参画、地域の困
　りごとへのボランティア活動など、学校や地域の課
　題解決に向けた幅広い活動が展開されている。

①令和３年３月末に畜産糞尿受入終了のため、現在、
　個別処理移行に伴う施設・設備等の導入を計画どお
　り実施中。令和３年度は、液肥タンクの散布業務と
　解体工事の実施設計を行い、その後、解体工事及び
　補助金返還業務を実施予定。
②令和３年４月から堆肥舎利用開始のため、現在、利
　用組合設立に向け協議調整中。利用者は、当該施設
　を活用している市内全域の畜産農家が対象。

　令和元年９月定例会で、「より効果的な捕
獲活動ができるような体制づくりに努めてい
く」とのことだったが、進捗状況は

　各地域の行政協力員会で、前年度の農作物被害状況、
捕獲頭数の報告や狩猟免許の案内。餌付けストップ研
修の際に被害防止対策の説明を行った。また、モデル
地区を設定し、捕獲技能講習会、先進地視察研修を実
施、有害鳥獣駆除全般の体制構築につながるよう進め
ている。

質問

質問

質問

質問

答弁

答弁

質問

答弁

答弁

答弁

市民医療センター事務部長

病院事業管理者
病院事業管理者

病院事業管理者

病院事業管理者服部 香代　議員
はっとり　か　よ

市政のここが聴きたい！市政のここが聴きたい！市政のここが聴きたい！

こちらの
QRコードからご覧いただけます。

インターネット録画配信をご覧いただけます。
山鹿市
ホームページ

市議会
一覧

定例会の
様子

の順にクリックしてください。

➡ ➡

山鹿市民医療センターについて
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質問

答弁

質問

答弁

交通弱者対策としてのあいのりタクシーの利用
地域拡大について 行政手続きにおける押印廃止と書面主義の

廃止について　令和２年度第１回山鹿市地域公共交通活性
化協議会における協議内容は

市民部長
　玉名線３系統については、下津原経由を廃止し、東
郷経由と米野岳経由は便数を見直しての存続、三玉線
については廃止することとなった。また、廃止に伴い
発生する交通空白地域には、あいのりタクシーを導入
することについて了承いただいたところである。

答弁 市民部長
　あいのりタクシーに関して
は、エリアごとに異なる２日、
６日の運行日数の統一や500
ｍの利用緩和などについて、
熊本運輸支局と協議している。

質問 　バス停から500ｍ
以内の利用制限緩和
の検討は

答弁 市民部長
　80歳以上の方への対応については、関係部署にお
いてスピーディに検討すべきと考える。

質問 　500ｍ以内であっても80歳以上の方はあ
いのりタクシーの利用可能など移動支援策と
して早急に検討するのが、高齢者にやさしい
まちづくりと思うが市の考えは

質問

答弁

　廃止対象リストの洗い出しを積極的にすべ
きと考えるが市の見解は

総務部長

　国の動向等も踏まえ、見直しが求められるもの並び
に可能なものについては、押印や書面主義といった慣
行を恒常的に見直し、各種行政手続きのおける簡素化
に努める。

質問

答弁

　行政手続きのオンライン化に関する山鹿市
の取り組み状況と今後の計画は

総務部長

　オンライン手続きに必要な技術的環境の整備や住民
の利用環境の普及状況も踏まえ、より効果が高く、住
民サービスの向上につながるものを見極めて、適宜導
入を進める。

質問

答弁

福祉部長

質問

答弁

質問

答弁 福祉部長

質問

答弁 建設部長

質問

答弁

芋生 よしや　議員

教育部長

質問

答弁

「つなぐ視点」―山鹿市総合計画（まちづくり）について 「創り出す視点」―スポーツ基本法による本
市のスポーツ推進計画について

　合併後16年のまちづくり(総合計画の検証)
の現状

総務部長
　合併後の施策推進にあっては、山鹿市総合計画を基
調にまちづくり（各施策・事業）を進めてきた。具体
例としては、社会インフラの整備（市庁舎、環境セン
ター、市民医療センター）や経済振興（さくら湯再建、
菊鹿ワイナリー、山鹿シルク）また、地域交通の充実
（あいのりタクシーの導入）子育て支援（子ども医療
費助成の拡充）、教育環境の充実（複式学級解消、タ
ブレット導入）など様々な分野で住民サービスの向上
に努めてきた。
　一方では、行政改革大綱や財政構造改革大綱等を策
定し効率的・効果的な行財政運営に取り組み、財政基

質問

答弁

①策定の進捗状況
②令和3年度策定は可能か

教育部長

①本年度より策定に向けて着手した。策定にあたって、
　市民のスポーツ・運動に関する現状や関心度を把握
　するため、住民基本台帳から無作為抽出した16歳
　以上の1,000人に対し、スポーツを行う頻度、山鹿
　市のスポーツ振興や施設に関するアンケート調査を
　実施中。結果を1月末までに集計、分析を行い本年
　度末から計画策定委員会を複数回開き、関係団体等
　の意見をいただく計画である。
②令和3年度中に計画の策定を完了する。

盤の強化を図った。
　本年は、第2次山鹿市総合計画（10年）前期基本計
画（5年）の最終年度。次の後期基本計画の策定に向
けて、市民アンケートの実施のほかに、合併後16年
間の軌跡を踏まえて、現在、数値的または満足度など
を指標とし、検証・分析作業を進めている。

新型コロナ感染症対策

　感染爆発を防ぐには「検査・保護・追跡」
が重要である。市の検査体制は

庁舎利用身障者への配慮・相談窓口の工夫

災害対策について

　広い庁舎内の移動が大変、配慮工夫ができ
ないか

　近席への案内、ワンストップサービスを心がけてい
る。利便性を考慮してフロアのレイアウトをしている
が、引き続き検討していく。

　志々岐台地の陥没で不安な住民に応えて、
調査・対処を行うべきではないか

　担当課ごとで現場確認・対処を行ってきたが、自然
災害の不安を抱えている住民に応えて、改めて関連部
署が住民の方々と一緒に現地の状況把握を行い、その
後の状況に応じ、適宜判断する。

スポーツによる効果を波及させるための市の
取り組みについて

①これまでのスポーツ振興（大会開催等）に
　よる成果をどのように捉えているか
②今後のスポーツ振興(大会等誘致)の展望は

いもう

北原 昭三　議員
きたはら　しょうぞう

冨田 弘海　議員
とみた　　ひろみ

①競技団体や山鹿温泉観光協会等によりスポーツ大会
　の開催や誘致を行っている。山鹿市コンベンション
　宿泊助成の対象となった大会・合宿による宿泊者数
　は過去３年間で、７千人から１万４千人と倍増して
　おり、こうした大会等の開催は、スポーツ振興のみ
　ならず、確実に山鹿市の経済振興に貢献している。
　　また、昨年度のインターハイや女子ハンドボール
　世界選手権などにより本市にも大きな経済波及効果
　をもたらした。さらに、このような大きな大会の運
　営に多くの市民が携わったことは、大会運営のノウ
　ハウが蓄積され大きなレガシーとなり、何よりも、
　市民のスポーツに対する関心や興味が高まったと考
　えている。
②大会開催の基盤となるスポーツ施設の機能を維持・
　向上し、長寿命化を図るため、計画的に施設の改修
　を進めているところだが、今後も安全・安心な競技
　環境の維持に努めていく。

１．かかりつけ医で検査
２．県指定「診療・検査医療機関」
３．県設置「発熱患者専用ダイヤル」から市内「受診
　案内センター」
４．個別医療機関で検査ができない場合に市民医療セ
　ンター敷地内の「発熱トリアージ外来」で予約後、
　診察検査
５．濃厚接触者は保健所で確認後検査

①新型コロナ影響での困りごと相談体制をホ
　ームページのトップ画面にすべきでは
②経済的理由で医療機関を受診控えの方、治
　療中断者などを把握し悪化しないよう促せ
　ないか

①わかりやすく改善する。
②民生委員などと協力して把握に努めたい。

　高齢者施設・福祉施設などで公費での定期
的な検査はできないのか

福祉部長　感染拡大の状況によっては必要になると考
　　　　　えている。
　　市長　感染の状況を踏まえ、内部で検討を進める。

勢田 昭一　議員
せいだ　しょういち

　また、来年度中に「山鹿市スポーツ推進計画」を
策定し、この計画の中で、生涯スポーツの振興や競
技力の向上はもとより、スポーツ大会等の開催によ
る地域経済の振興についても方向性を取りまとめる
こととしている。
　一方、熊本県においては、スポーツによる誘客を
推進する官民組織「スポーツコミッション」を来年
度に設立する準備を進めている。
　山鹿市としても、こうした組織と連携し、山鹿な
らではの温泉や歴史文化などの観光資源を生かし、
競技団体や山鹿温泉観光
協会等としっかり情報共
有しながら、今後も学生
を中心としたスポーツ大
会や合宿の開催と誘致を
積極的に支援していく。

福祉部長

　　市長　②市民のいのちと暮らしを守ることを最優
　　　　　　先に、最大の予防策をとる。
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質問

答弁

質問

答弁

交通弱者対策としてのあいのりタクシーの利用
地域拡大について 行政手続きにおける押印廃止と書面主義の

廃止について　令和２年度第１回山鹿市地域公共交通活性
化協議会における協議内容は

市民部長
　玉名線３系統については、下津原経由を廃止し、東
郷経由と米野岳経由は便数を見直しての存続、三玉線
については廃止することとなった。また、廃止に伴い
発生する交通空白地域には、あいのりタクシーを導入
することについて了承いただいたところである。

答弁 市民部長
　あいのりタクシーに関して
は、エリアごとに異なる２日、
６日の運行日数の統一や500
ｍの利用緩和などについて、
熊本運輸支局と協議している。

質問 　バス停から500ｍ
以内の利用制限緩和
の検討は

答弁 市民部長
　80歳以上の方への対応については、関係部署にお
いてスピーディに検討すべきと考える。

質問 　500ｍ以内であっても80歳以上の方はあ
いのりタクシーの利用可能など移動支援策と
して早急に検討するのが、高齢者にやさしい
まちづくりと思うが市の考えは

質問

答弁

　廃止対象リストの洗い出しを積極的にすべ
きと考えるが市の見解は

総務部長

　国の動向等も踏まえ、見直しが求められるもの並び
に可能なものについては、押印や書面主義といった慣
行を恒常的に見直し、各種行政手続きのおける簡素化
に努める。

質問

答弁

　行政手続きのオンライン化に関する山鹿市
の取り組み状況と今後の計画は

総務部長

　オンライン手続きに必要な技術的環境の整備や住民
の利用環境の普及状況も踏まえ、より効果が高く、住
民サービスの向上につながるものを見極めて、適宜導
入を進める。

質問

答弁

福祉部長

質問

答弁

質問

答弁 福祉部長

質問

答弁 建設部長

質問

答弁

芋生 よしや　議員

教育部長

質問

答弁

「つなぐ視点」―山鹿市総合計画（まちづくり）について 「創り出す視点」―スポーツ基本法による本
市のスポーツ推進計画について

　合併後16年のまちづくり(総合計画の検証)
の現状

総務部長
　合併後の施策推進にあっては、山鹿市総合計画を基
調にまちづくり（各施策・事業）を進めてきた。具体
例としては、社会インフラの整備（市庁舎、環境セン
ター、市民医療センター）や経済振興（さくら湯再建、
菊鹿ワイナリー、山鹿シルク）また、地域交通の充実
（あいのりタクシーの導入）子育て支援（子ども医療
費助成の拡充）、教育環境の充実（複式学級解消、タ
ブレット導入）など様々な分野で住民サービスの向上
に努めてきた。
　一方では、行政改革大綱や財政構造改革大綱等を策
定し効率的・効果的な行財政運営に取り組み、財政基

質問

答弁

①策定の進捗状況
②令和3年度策定は可能か

教育部長

①本年度より策定に向けて着手した。策定にあたって、
　市民のスポーツ・運動に関する現状や関心度を把握
　するため、住民基本台帳から無作為抽出した16歳
　以上の1,000人に対し、スポーツを行う頻度、山鹿
　市のスポーツ振興や施設に関するアンケート調査を
　実施中。結果を1月末までに集計、分析を行い本年
　度末から計画策定委員会を複数回開き、関係団体等
　の意見をいただく計画である。
②令和3年度中に計画の策定を完了する。

盤の強化を図った。
　本年は、第2次山鹿市総合計画（10年）前期基本計
画（5年）の最終年度。次の後期基本計画の策定に向
けて、市民アンケートの実施のほかに、合併後16年
間の軌跡を踏まえて、現在、数値的または満足度など
を指標とし、検証・分析作業を進めている。

新型コロナ感染症対策

　感染爆発を防ぐには「検査・保護・追跡」
が重要である。市の検査体制は

庁舎利用身障者への配慮・相談窓口の工夫

災害対策について

　広い庁舎内の移動が大変、配慮工夫ができ
ないか

　近席への案内、ワンストップサービスを心がけてい
る。利便性を考慮してフロアのレイアウトをしている
が、引き続き検討していく。

　志々岐台地の陥没で不安な住民に応えて、
調査・対処を行うべきではないか

　担当課ごとで現場確認・対処を行ってきたが、自然
災害の不安を抱えている住民に応えて、改めて関連部
署が住民の方々と一緒に現地の状況把握を行い、その
後の状況に応じ、適宜判断する。

スポーツによる効果を波及させるための市の
取り組みについて

①これまでのスポーツ振興（大会開催等）に
　よる成果をどのように捉えているか
②今後のスポーツ振興(大会等誘致)の展望は

いもう

北原 昭三　議員
きたはら　しょうぞう

冨田 弘海　議員
とみた　　ひろみ

①競技団体や山鹿温泉観光協会等によりスポーツ大会
　の開催や誘致を行っている。山鹿市コンベンション
　宿泊助成の対象となった大会・合宿による宿泊者数
　は過去３年間で、７千人から１万４千人と倍増して
　おり、こうした大会等の開催は、スポーツ振興のみ
　ならず、確実に山鹿市の経済振興に貢献している。
　　また、昨年度のインターハイや女子ハンドボール
　世界選手権などにより本市にも大きな経済波及効果
　をもたらした。さらに、このような大きな大会の運
　営に多くの市民が携わったことは、大会運営のノウ
　ハウが蓄積され大きなレガシーとなり、何よりも、
　市民のスポーツに対する関心や興味が高まったと考
　えている。
②大会開催の基盤となるスポーツ施設の機能を維持・
　向上し、長寿命化を図るため、計画的に施設の改修
　を進めているところだが、今後も安全・安心な競技
　環境の維持に努めていく。

１．かかりつけ医で検査
２．県指定「診療・検査医療機関」
３．県設置「発熱患者専用ダイヤル」から市内「受診
　案内センター」
４．個別医療機関で検査ができない場合に市民医療セ
　ンター敷地内の「発熱トリアージ外来」で予約後、
　診察検査
５．濃厚接触者は保健所で確認後検査

①新型コロナ影響での困りごと相談体制をホ
　ームページのトップ画面にすべきでは
②経済的理由で医療機関を受診控えの方、治
　療中断者などを把握し悪化しないよう促せ
　ないか

①わかりやすく改善する。
②民生委員などと協力して把握に努めたい。

　高齢者施設・福祉施設などで公費での定期
的な検査はできないのか

福祉部長　感染拡大の状況によっては必要になると考
　　　　　えている。
　　市長　感染の状況を踏まえ、内部で検討を進める。

勢田 昭一　議員
せいだ　しょういち

　また、来年度中に「山鹿市スポーツ推進計画」を
策定し、この計画の中で、生涯スポーツの振興や競
技力の向上はもとより、スポーツ大会等の開催によ
る地域経済の振興についても方向性を取りまとめる
こととしている。
　一方、熊本県においては、スポーツによる誘客を
推進する官民組織「スポーツコミッション」を来年
度に設立する準備を進めている。
　山鹿市としても、こうした組織と連携し、山鹿な
らではの温泉や歴史文化などの観光資源を生かし、
競技団体や山鹿温泉観光
協会等としっかり情報共
有しながら、今後も学生
を中心としたスポーツ大
会や合宿の開催と誘致を
積極的に支援していく。

福祉部長

　　市長　②市民のいのちと暮らしを守ることを最優
　　　　　　先に、最大の予防策をとる。
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　医師の確保を第一にし、勤務環境改善等に努めてい
る。令和５年には施設整備に係る償還額が減少し改善
が図られる見込みである。

　医業損失は年々増加し令和元年度は3億
4600万円で、令和2年度の一般会計からの繰
入金は5億６千万円になっている。経営改革
はどのように行われるのか

　　　　将来、無医地区となった地域には巡回診療や
　　　送迎などの必要が出てくるのではないか。将来
　　　の地域医療に対する考えは

　　　　病床稼働率が下がり続けるなら、ベッド数を
　　　大幅に減らし、全室差額ベッド代を取らない個
　　　室にするなど、規模縮小での改革が必要ではな
　　　いか

　「地域住民の生命と健康への貢献」を軸に患者さま
中心の信頼される良質な医療の提供を経営理念として
いる。
　経営を安定させ継続可能な病院運営を行い、地域医
療連携を図り、医療の質の向上・人材育成に努め信頼
される病院にすることを責務と考える。

　　　　事業管理者の経営理念と責務について

　病床の削減など機能の変更は、慎重な検討が必要と
考える。削減によって、混合病棟となることにより看
護ケアが不十分になる可能性があるなど問題がある。
その時に応じた最適な医療体制を整えていく。　

　将来にわたって地域住民の医療を守るのは、医療政
策としてもまた自治体病院の役割としても重要である。
しかし医師、看護師の確保が最大要件であり、かつ当
センターだけで解決できる問題ではなく、県市行政の
政策として地域医療機関も含め十分協議する必要があ
る。

　日ごろから紹介・逆紹介及びかかりつけ医の支援な
ど連携に努め、入院診療を主体とした地域医療の役割
分担を図っている。今後も医師会活動には、できるだ
け協力することは当然のことだと考えている。

　　　　鹿本医師会等との連携・協力体制についての
　　　考えは

　ゼ

質問

答弁

質問

答弁 経済部長

経済部長

質問

答弁 教育部長

質問

答弁 教育部長

質問

答弁

永田 紘二　議員

市民部長

バイオマスセンターの現状と今後

有害鳥獣対策の充実

①廃止に向けた取り組みの現状と今後のスケ
ジュールについて
②堆肥舎の活用をどのように考えているか

学校規模適正化事業

　八幡小・平小城小・三岳小の統合に向けた
取り組み状況は

　八幡小を統合予定地として事業を推進してきたが、
土砂災害特別警戒区域の指定を受け、その対策等に期
間を要し大幅な遅れを生じた。その間、平小城小・三
岳小で複式学級編成が進んだことにより、各方面から
この２校を山鹿小に編入する計画として見直してはど
うかという意見があった。様々な検証を行った結果、
教育委員会としても、複式学級の早期解消が可能とな
る平小城小・三岳小を山鹿小へ編入する案が最も優位
性のあるものと捉え、変更計画案を進める運びとなっ
た。

　今後の方向性は

　変更計画案について保護者や地域の関係者のご理解
をいただければ、統合準備委員会、学校規模適正化等
協議会などに諮り、計画変更の手続きを行い、令和５
年４月の編入を目標に事業を進めたい。また、変更計
画案により現行のまま存続となる八幡小については、
耐力度調査で建て替えと判断された体育館について整
備を検討したい。

令和４年度からの資源ごみの処理について

 リサイクルプラザの使用期限（令和3年度ま
で）後の資源ごみの処理は

ながた　こうじ

立山 大二朗　議員
たてやま　だいじろう

　令和4年度からの本市単独処理に備え、中継施設を
環境センター隣接地に整備する。ただし令和4年度は
リサイクルプラザの施設を本市単独で倉庫として使用
する計画。なお、市内業者への収集運搬委託体制や、
市民の方の分別方法などが大きく変わることはないも
のと考えている。

質問

答弁 福祉部長

子育てワンストップサービスの対応状況について

　現在の対応状況や今後の展開は

　「子育てワンストップサービス」とは、マイナンバ
ーカードにより子育てに関する行政手続きが行えるも
の。本市ではこのサービスを利用して児童手当や保育
園等の手続きに係る様式の一部、及び妊娠の届出に係
る様式を入手することが可能。対面による聞き取りや
原本提出が必要な手続きがあるため、全てが移行でき
るものではないと考えている。

質問

答弁 ①首席教育審議員　②教育部長

地域と学校の連携・協働について

①コミュニティ・スクールの対応状況は
②「地域学校協働活動」の具体的な取り組み
　について

①学校運営協議会を設置した「コミュニティ・スクー
　ル」は現状で15校のうち8校の指定。残り7校は法
　的な要件や権限を緩和し開かれた学校づくりの仕組
　みを整えられる「熊本版コミュニティ・スクール」
　を導入済み。
②「地域学校協働活動」として本市では12館の地区公
　民館に公民館指導員兼務の推進員12名を配置。地域
　の祭りに子どもたちが企画段階から参画、地域の困
　りごとへのボランティア活動など、学校や地域の課
　題解決に向けた幅広い活動が展開されている。

①令和３年３月末に畜産糞尿受入終了のため、現在、
　個別処理移行に伴う施設・設備等の導入を計画どお
　り実施中。令和３年度は、液肥タンクの散布業務と
　解体工事の実施設計を行い、その後、解体工事及び
　補助金返還業務を実施予定。
②令和３年４月から堆肥舎利用開始のため、現在、利
　用組合設立に向け協議調整中。利用者は、当該施設
　を活用している市内全域の畜産農家が対象。

　令和元年９月定例会で、「より効果的な捕
獲活動ができるような体制づくりに努めてい
く」とのことだったが、進捗状況は

　各地域の行政協力員会で、前年度の農作物被害状況、
捕獲頭数の報告や狩猟免許の案内。餌付けストップ研
修の際に被害防止対策の説明を行った。また、モデル
地区を設定し、捕獲技能講習会、先進地視察研修を実
施、有害鳥獣駆除全般の体制構築につながるよう進め
ている。

質問

質問

質問

質問

答弁

答弁

質問

答弁

答弁

答弁

市民医療センター事務部長

病院事業管理者
病院事業管理者

病院事業管理者

病院事業管理者服部 香代　議員
はっとり　か　よ

市政のここが聴きたい！市政のここが聴きたい！市政のここが聴きたい！

こちらの
QRコードからご覧いただけます。

インターネット録画配信をご覧いただけます。
山鹿市
ホームページ

市議会
一覧

定例会の
様子

の順にクリックしてください。

➡ ➡

山鹿市民医療センターについて
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◆
付
託
案
件

　
議
案
10
件…

…

可
決

　
陳
情
１
件…

…

継
続
審
査

◆
主
な
審
査
内
容

山
鹿
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
一
部
を
改

正
す
る
条
例

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　
今
ま
で
「
広
報
や
ま
が
」
で
公
表
さ
れ

て
い
た
が
、
予
算
の
公
表
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
み
に
な
る
の
か

　
年
4
回
広
報
紙
に
掲
載
し
て
い
た
が
、

今
回
の
改
正
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
と

な
る
。

　
他
市
の
状
況
は

　
公
表
を
行
う
方
法
を
広
報
紙
と
す
る
条

例
は
、
本
市
の
み
。
掲
載
版
に
よ
る
公
表

が
人
吉
市
・
水
俣
市
、
あ
と
の
11
市
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
公
表
と
な
っ
て
い

る
。

　
今
、
山
鹿
市
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲

覧
で
き
る
人
は
ど
れ
だ
け
か

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
寺
崎
　勇
児
　〇
服
部
　香
代

　平
井
　邦
廣
　
　芹
川
　正
美

　冨
丸
洋
一
郎
　
　勢
田
　昭
一

　小
川
　榮
二

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
率
は
、
全
国
で
63
・
３
％
、

熊
本
県
で
54
・
9
％
の
統
計
が
あ
り
、
そ

の
他
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
利

用
を
含
め
る
と
高
い
利
用
率
に
な
る
と
考

え
る
。

12/8
開催

広
報
広
聴
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

　
２
年
前
ま
で
は
、
「
広
報
委
員
会
」
・

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
準
備
委
員
会
」
・
「
議
会

報
告
会
準
備
委
員
会
」
を
そ
の
都
度
立
ち

上
げ
、
各
常
任
委
員
会
か
ら
２
人
選
出
し

た
６
人
で
構
成
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
３
つ
の
委
員
会
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
構
成
で
あ
っ
た

た
め
、
３
委
員
会
を
合
わ
せ
て
「
広
報
広

聴
委
員
会
」
を
結
成
し
、
次
の
こ
と
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑴
　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
内
容
充
実
を
図

　
り
、
（
従
来
通
り
）
年
４
回
発
行

⑵
　
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
の
事
前
研
修

　
を
行
い
、
令
和
２
年
９
月
定
例
会
か
ら

　
使
用
開
始

⑶
　
「
議
会
報
告
会
」
の
企
画
・
実
施

　
（
た
だ
し
、
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ

　
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

　
め
中
止
）

　
ま
た
、
今
後
の
議
会
報
告
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

１
１
４
人
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
次

年
度
か
ら
の
開
催
に
向
け
て
の
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
議
会
の
様
子
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
２

年
間
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
〈
山
鹿
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
〉

ころう君と学ぶ！　「議会用語の基礎知識」

「選挙」って何だコロ～？「選挙」って何だコロ～？

チヨマツ：今日は山鹿市の市長と議員を選ぶ選挙に行くよ！

ころう君：選挙って、何だコロ～？

チヨマツ：ぼくたちが住んでいる山鹿市を快適で住みよいまち

　　　　　にするために選挙で市民の代表を選び、ぼくたち市

　　　　　民に代わって大切な仕事をしてもらうんだよ。その

　　　　　代表が、市長と市議会議員なんだ。

ころう君：市民みんなで話し合えばいいコロ～？

チヨマツ：市民全員が集まることは難しいんだ。だから、自分

　　　　　たちの代わりに、その意見を市政に反映してくれる

　　　　　代表を選ぶんだよ。それが「選挙」なんだ。

ころう君：ぼくも選挙に行くコロ～♪

チヨマツ：（ころう君は18歳になっているのかな？）
チヨマツ

ころう君

手あらいや
うがいも、
わすれずに！

おにぎり
パワーで、カ
ゼに負けない
コロ～♪

質問

答弁

改正健康増進法について

土地改良区に対する対応について

　本市では対象施設のうち本庁舎は敷地内全
面禁煙、その他の施設は検討して判断すると
し、昨年7月1日より施行されたが「喫煙所設
置要望」を趣旨として市議会に提出された陳
情書2件が全会一致で採択、この結果と、そ
の後の市の検討結果を併せての現状は

総務部長
　市議会での陳情書採択を重く受け止めたうえで、法
の趣旨「望まない受動喫煙防止」の観点から、公共施
設利用者の目的や施設の性格など様々な観点から分析、
検討し本庁舎、市民センター、学校や病院等は全面禁
煙、一方、観光施設、物産館、文化・体育施設など対
象167施設中、48施設に喫煙所を設置している。

答弁 総務部長

　市たばこ税は、まちづくりをはじめ、福祉・医療・
教育・農業振興や商業・観光振興等の施策に活用。他
自治体における喫煙所設置は、各自治体の事情を踏ま
えて、熟慮のうえなされた判断と推察する。

質問 　市たばこ税として本市では年間３億円以上
の税収があるがその使途は何か、また、熊本
県庁、県広域本部（地域振興局）や県下14
市中11市は屋外喫煙所を設けているが、こ
れらの自治体では「望まない受動喫煙」が守
られていないとの認識か

質問

答弁

　国の施策で、自主・自立した事業団的組織
を目指して土地改良区が合併するが、取り巻
く環境は大変厳しく、目指す組織が出来上が
るまでは市の指導と援助をお願いしたい

経済部長

　土地改良区が組織運営基盤の強化を図り、その目的
を達成できる組織となるよう協議しながら連携して取
り組んでいく。

有働 辰喜　議員
うどう　たつき

せんきょ

　
指
定
管
理
者
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
、

他
の
自
治
体
で
不
適
切
な
事
例
が
あ
る
。

監
査
方
法
は

　
監
査
は
市
職
員
が
対
応
し
て
お
り
、
適

切
に
行
っ
て
い
る
。

　
指
定
期
間
が
３
年
・
５
年
と
あ
る
が
、

な
ぜ
か

　
山
鹿
市
の
指
定
管
理
方
針
の
中
で
、
指

定
の
期
間
は
「
原
則
３
年
間
」
と
す
る
と

あ
る
。
施
設
の
性
質
や
利
用
者
等
に
よ
っ

て
、
５
年
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
社
会
体

育
施
設
は
、
３
年
間
を
基
本
と
し
て
い
る
。

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

11
月
臨
時
会
審
議
結
果
・

　
　
賛
否
一
覧
・
主
な
議
案

12
月
定
例
会
審
議
結
果

賛
否
一
覧
・
主
な
議
案
・
討
論

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

11
月
臨
時
会
審
議
結
果
・

　
　
賛
否
一
覧
・
主
な
議
案

12
月
定
例
会
審
議
結
果

賛
否
一
覧
・
主
な
議
案
・
討
論

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
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常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

※

委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、

　広
報
広
聴
委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
付
託
案
件

　
議
案
10
件…

可
決

　◆
主
な
審
査
内
容

　山
鹿
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
山
鹿
ビ
ル
の
状
況
と
今
後
の
対
応
は

 

　　入
居
者
は
全
員
が
退
去
さ
れ
、
市
営
山
鹿

ビ
ル
住
宅
を
廃
止
す
る
。
建
物
解
体
に
向
け

て
区
分
所
有
者
の
全
員
の
合
意
形
成
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
建
物

の
危
険
性
を
重
視
し
た
動
き
を
、
専
門
家
の

意
見
も
含
め
て
練
っ
て
い
く
。

　　
農
業
集
落
排
水
事
業
が
公
共
下
水
道
事
業

に
編
入
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な

場
所
は

　　
三
玉
・
八
幡
処
理
区
、
川
北
、
蒲
生
、
梶

屋
の
処
理
区
を
年
次
計
画
で
接
続
す
る
予
定
。

目
標
と
し
て
は
令
和
11
年
度
ま
で
に
接
続
を

完
了
す
る
計
画
。

　　
市
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は

　　
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
を

持
続
可
能
な
事
業
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
が

目
標
で
、
市
民
負
担
の
変
更
等
は
な
い
。
施

設
等
の
数
を
減
ら
し
て
維
持
管
理
費
用
の
削

減
を
図
る
。

12/4
開催 建
設
経
済
常
任
委
員
会

◎
冨
田
　弘
海
　○
北
原
　昭
三

　横
手
　啓
介
　
　池
田
　誠
一

　藤
原
　
　豊
　
　立
山
大
二
朗

　
農
産
物
生
産
振
興
事
業
の
内
容
は

　　
茶
葉
に
火
山
灰
が
降
り
注
い
だ
部
分
の
洗

浄
機
購
入
を
支
援
す
る
も
の
。

　　
観
光
費
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の

補
正
予
算
の
内
容
は

　　
聖
火
リ
レ
ー
の
中
身
は
以
前
の
計
画
と
変

わ
ら
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
含
め
、
再
度
関
係
機
関
等
と
対
策

内
容
に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　　
指
定
期
間
を
５
年
間
と
す
る
理
由
は

　　
原
則
３
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
物
産
館
な

ど
施
設
の
性
質
に
よ
っ
て
は
設
備
投
資
等
が

あ
る
た
め
、
事
業
展
開
を
鑑
み
て
３
年
ま
た

は
５
年
の
指
定
期
間
を
設
け
て
い
る
。

　　　
昔
の
公
園
が
あ
っ
た
頃
か
ら
温
泉
湧
出
の

部
分
が
あ
る
が
、
管
理
は
待
合
所
棟
か
、
物

販
棟
か

　　
待
合
所
棟
側
の
指
定
管
理
者
で
管
理
し
て

い
る
。

◆
付
託
案
件

　
議
案
6
件…

可
決

　◆
主
な
審
査
内
容

　山
鹿
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

①
「
発
熱
ト
リ
ア
ー
ジ
外
来
」
事
業
　

　
発
熱
等
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
疑
わ
れ
る
患
者
と
一
般
患
者
と
の
接
触
を
避

け
、
診
療
・
検
査
を
実
施
す
る
施
設
と
し
て
、

11
月
16
日
か
ら
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に

設
置
さ
れ
た
仮
設
陰
圧
テ
ン
ト
「
発
熱
ト
リ
ア

ー
ジ
外
来
設
備
」
を
視
察
し
た
。
担
当
者
か
ら

は
、
業
務
内
容
、
診
療
体
制
、
運
営
方
法
な
ど

説
明
を
受
け
た
。

②
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
「
く
る

　
ば
い
三
玉
」

　
「
く
る
ば
い
三
玉
」
は
、
小
規
模
多
機
能
ホ

ー
ム
「
い
つ
で
ん
く
る
ば
い
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト

（
出
張
所
）
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
。
サ
テ

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

◎
堀
　
　茂
幸
　○
吉
本
　政
幸

　永
田
　紘
二
　
　有
働
　辰
喜

　芋
生
よ
し
や

ラ
イ
ト
施
設
の
た
め
利
用
者
数
は
限
ら
れ
る
が
、

介
護
職
員
の
確
保
基
準
が
緩
和
で
き
て
い
る
。

現
在
、
地
域
に
根
差
し
た
介
護
事
業
所
と
し
て

弁
当
配
食
な
ど
の
生
活
支
援
は
も
と
よ
り
、
高

齢
者
雇
用
の
場
と
し
て
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
た
。

　③
移
住
定
住
相
談
窓
口
「
山
鹿
暮
ら
し
サ
ポ
ー

　
ト
局
」

　
　

　
空
き
家
の
所
有
者
や
移
住
希
望
者
か
ら
の
幅

広
い
相
談
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

旧
来
民
郵
便
局
（
ゆ
ー
く
ん
ち
）
に
設
置
さ
れ

た
「
山
鹿
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
局
」
を
視
察
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
常
駐
し
、
相
談
者
に
は
専
門
性
を

生
か
し
必
要
と
さ
れ
る
的
確
な
情
報
の
提
供
が

行
わ
れ
て
い
た
。

山
鹿
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
２
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
中
所
管

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
山
鹿
市
一
本
松
農
村
公
園
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
山
鹿
バ
ス
セ
ン
タ
ー
（
待
合
所
棟
）
）

平
山
地
区
市
道
城
堂
ノ
原
線
災
害
復
旧
箇
所

　
鹿
央
上
広
地
区
農
地
災
害
復
旧
箇
所

　
令
和
２
年
７
月
３
日
か
ら
14
日
に
か
け
て

の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
、
山
腹
が
崩
壊
し

田
面
に
土
砂
が
堆
積
し
た
も
の
。

現
地
調
査

現
地
調
査

12/7
開催

くるばい三玉

令和2年(第6回)12月定例会審議結果及び賛否一覧

議　 案
第73号
議　 案
第74号
議　 案
第75号
議　 案
第76号
議　 案
第77号
議　 案
第78号
議　 案
第79号
議　 案
第80号
議　 案
第81号
議　 案
第82号
議　 案
第83号
議　 案
第84号
議　 案
第85号
議　 案
第86号
議　 案
第87号
議　 案
第88号
議　 案
第89号
議　 案
第90号
議　 案
第91号
議　 案
第92号
議　 案
第93号
議　 案
第94号
議　 案
第95号
議　 案
第96号
議　 案
第97号
議　 案
第98号
議　 案
第99号
議　 案
第100号
議　 案
第101号
議　 案
第102号

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

議 

決 

結 

果

○は賛成　●は反対　（議長は採決には加わりません）
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○  ○  ●  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

議　案　等　番　号

議　員　名

（議席順）

山鹿市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する
条例及び山鹿市長等の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例

山鹿市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例
山鹿市財政状況の公表に関する条例の一部を改正す
る条例
山鹿市督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改
正する条例

山鹿市税特別措置条例の一部を改正する等の条例
　
山鹿市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　
山鹿市営住宅条例の一部を改正する条例
　
山鹿市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改
正する条例
山鹿市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

山鹿市火災予防条例の一部を改正する条例
　

令和２年度山鹿市一般会計補正予算（第７号）
　
令和２年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第３号）
令和２年度山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予
算（第１号）

令和２年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算
（第３号）

令和２年度山鹿市水道事業会計補正予算（第２号）
　
令和２年度山鹿市病院事業会計補正予算（第３号）
　
令和２年度山鹿市下水道事業会計補正予算(第１号）
　
財産の譲渡について
　
財産の譲渡について
　
財産の取得について
　
公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿市６次産業化・観光連携推進施設）
公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿市一本松農村公園）

公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿バスセンター（待合所棟））
公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿バスセンター（物販棟））
公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿市カルチャースポーツセンター）

公の施設の指定管理者の指定について
（山鹿市民プール）
　
人権擁護委員の推薦について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

議　 案
第72号

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

11
月
臨
時
会
審
議
結
果
・

　
　
賛
否
一
覧
・
主
な
議
案

12
月
定
例
会
審
議
結
果

賛
否
一
覧
・
主
な
議
案
・
討
論

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

11
月
臨
時
会
審
議
結
果
・

　
　
賛
否
一
覧
・
主
な
議
案

12
月
定
例
会
審
議
結
果

賛
否
一
覧
・
主
な
議
案
・
討
論

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
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令和2年(第5回)11月臨時会における審議結果および賛否一覧

議案
第70号

議案
第71号

可　決

可　決

全会一致

全会一致

議 

決 

結 

果

○は賛成　●は反対　（議長は採決には加わりません）
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議　案　等　番　号

議　員　名

（議席順）

令和２年度山鹿市一般会計補正予算（第６号）

令和２年度山鹿市病院事業会計補正予算（第２号）

主　な　議　案主　な　議　案
　11月臨時会では、国の第２次補正予算において追加された「新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用し、『経済政策』及び『感染防止

対策』をより充実するために、令和２年度補正予算に係る予算案件２件の提出

があり、審査を経て、いずれも可決しました。

7,431万円
3億7,740万円

8,960万円

感染拡大防止経済と暮らし

教育・子育て医療・福祉

8,979万円

◆
議
案
第
72
号

　
山
鹿
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償

　
等
に
関
す
る
条
例
及
び
山
鹿
市
長
等
の
給
与

　
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
・
市
議
会
議
員
及
び
市
長
等
の
期
末
手
当
の
支

　
　
給
割
合
を
０
・
05
月
引
き
下
げ
る
も
の

◆
議
案
第
73
号

　
山
鹿
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
・
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
05
月

　
　
引
き
下
げ
る
も
の

◆
議
案
第
82
号

　
令
和
２
年
度
山
鹿
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

　
補
正
前
　
　
　
４
０
４
億
３
２
６
７
万
６
千
円

　
補
正
額
　
　
　
　
　
　
　
△
７
１
３
万
４
千
円

　
補
正
後
の
額
　
４
０
４
億
２
５
５
４
万
２
千
円

　
・
給
与
改
定
等
　
　
　
△
１
９
７
８
万
６
千
円

　
・
農
産
物
生
産
振
興
事
業
　
９
０
８
万
７
千
円

◆
議
案
第
92
号
〜
97
号

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◆
議
案
第
99
号
〜
112
号

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

主
な
議
案

反
対
討
論

議
席
番
号
３
番
　
芋
生
よ
し
や

議
案
第
74
号
　

　
市
民
が
収
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
、
執
行
状
況
は
ど
う
な
の
か
を
知

ら
せ
る
財
政
情
報
を
、
今
回
、
全
世
帯
配
布
の

「
市
広
報
紙
に
掲
載
し
て
公
表
す
る
」
か
ら

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
閲
覧
に
供
す

る
方
法
に
よ
り
行
う
」
に
変
更
す
る
の
は
、
ネ

ッ
ト
環
境
が
全
世
帯
を
カ
バ
ー
す
る
状
況
に
達

し
て
お
ら
ず
、
市
民
の
知
る
権
利
を
阻
害
す
る

も
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
載
と
と
も

に
広
報
紙
に
も
掲
載
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

こ
の
条
例
改
正
に
反
対
す
る
。

陳
情
第
13
号

　
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
は
批
准
国
が
50
に
達

し
、
令
和
３
年
１
月
22
日
に
条
約
発
効
確
定
と

な
っ
た
。
日
本
政
府
が
参
加
・
調
印
・
批
准
を

す
る
こ
と
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
被
爆

者
の
強
い
願
い
で
あ
る
。
非
核
平
和
都
市
宣
言

を
行
っ
て
い
る
山
鹿
市
の
議
会
と
し
て
、
国
に

意
見
書
を
上
げ
る
べ
き
で
、
今
回
継
続
審
査
と

な
れ
ば
改
選
を
迎
え
る
議
会
と
し
て
審
議
未
了

で
廃
案
と
な
り
か
ね
な
い
。
直
ち
に
採
択
す
べ

き
だ
と
考
え
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
反
対

す
る
。

議　 案
第103号
議　案
第104号
議　案
第105号
議案
第106号
議案
第107号
議案
第108号
議案
第109号
議案
第110号
議案
第111号
議案
第112号
陳情
第13号

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

同　意

継続審査

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

議 

決 

結 

果
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○  ○  ●  ●  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○

議　案　等　番　号

議　員　名

（議席順）

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

農業委員会委員の任命について

「核兵器禁止条約」への早急な参加・批准を求める
意見書提出の陳情（継続審査に対する賛否）

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

11
月
臨
時
会
審
議
結
果
・

　
　賛
否
一
覧
・
主
な
議
案

12
月
定
例
会
審
議
結
果

賛
否
一
覧
・
主
な
議
案
・
討
論

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い

11
月
臨
時
会
審
議
結
果
・

　
　賛
否
一
覧
・
主
な
議
案

12
月
定
例
会
審
議
結
果

賛
否
一
覧
・
主
な
議
案
・
討
論

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告



























※ 事業主体：山鹿市、鹿本医師会、市民医療センター　実施主体：鹿本医師会、市民医療センター

山
鹿
市
議
会
事
務
局

〒
861-0592　

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987-3

電
話
 0968-43-1634

山
鹿
市
議
会
だ
よ
り
 vo
l.2
8

議会の主な動き
1日
9日
14日
15日
16日

21日

26日

2日
5日
17日

19日
20日
26日

29日

2日
3日
4日
7日
8日
11日
14日
15日

16日

(木）
（金）
（水）
(木）
（金）

（水）

(月）

(月）
(木）
（火）

(木）
（金）
(木）

（日）

（水）
(木）
（金）
(月）
（火）
（金）
(月）
（火）

（水）

広報広聴委員会
広報広聴委員会
鹿北分署庁舎建設工事安全祈願祭
熊本県市議会議長会
国道3号植木バイパス（1工区）
早期実現期成会要望活動
全員協議会
山鹿市議会スポーツ振興議員連盟総会
議会運営委員会

11月臨時会
清浦奎吾伯墓前祭
全国議長会「国会対策委員会」
国道3号植木バイパス（1工区）
早期実現期成会要望活動（～18日）
議会運営委員会
議会タブレット端末操作研修会
12月定例会開会・全員協議会
広報広聴委員会
鹿本地域植樹祭

質疑・一般質問
質疑・一般質問
建設経済常任委員会
市民福祉常任委員会
総務文教常任委員会
議会運営委員会・本会議・全員協議会
議会運営委員会
12月定例会閉会・全員協議会・
議会運営委員会・広報広聴委員会
議会運営委員会・全員協議会

編

集

後

記

10
月

11
月

12
月

広
報
広
聴
副
委
員
長

　
　
　
　
立
　
山
　
大
二
朗

　
第
４
期
山
鹿
市
議
会
も
、
い
よ
い
よ

任
期
満
了
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
紙
特
集
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

２
年
間
は
広
報
委
員
会
と
し
て
、
残
り

２
年
間
は
広
報
広
聴
委
員
会
と
し
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ド
イ
ツ
の
政
治
学
者
で
あ
る
マ
ッ
ク

ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
著
書
「
職
業
と
し

て
の
政
治
」
で
、
政
治
家
に
と
っ
て
必

要
な
資
質
を
「
情
熱
」
「
責
任
感
」

「
判
断
力
」
と
定
義
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
広
報
広
聴
委
員
会
は
、
市
の

発
展
に
向
け
て
情
熱
を
傾
け
、
情
報
公

令和3年2月1日
発行／山鹿市議会

・11月臨時会審議結果・賛否表・主な議案 ……2
・常任委員会審査と報告………………………3～4
・市政のここが聴きたい………………………5～9
・12月定例会審議結果・賛否表・主な議案・討論
　　　　　　　　　　　　　　　　………10～11
・議会の主な動き他………………………………12

≪もくじ≫

【人事案件】
〈人権擁護委員〉
　市長から提出された｢人権擁護委員の推薦｣に
ついては、次のとおり同意しました。
　山鹿市鹿北町芋生　　　　　井上　俊也

〈農業委員会委員〉
　市長から提出された｢農業委員会委員の任命｣
については、次のとおり同意しました。
　山鹿市宗方　　　　　　　　森　喜代輝
　山鹿市鹿北町芋生　　　　　稲葉　和弘
　山鹿市鹿北町岩野　　　　　廣松　久喜
　山鹿市菊鹿町上永野　　　　多久　正光
　山鹿市鍋田　　　　　　　　坂本　照子
　山鹿市方保田　　　　　　　長曽我部徹
　山鹿市鹿央町合里　　　　　志方　精之
　山鹿市菊鹿町米原　　　　　米岡　一利
　山鹿市鹿本町中川　　　　　守川　千穂
　山鹿市石　　　　　　　　　德丸誠次郎
　山鹿市鹿本町中川　　　　　隈部　誠一
　山鹿市平山　　　　　　　　田中　春雄
　山鹿市鹿央町広　　　　　　廣田　幸德
　山鹿市古閑　　　　　　　　光永　　太

▲新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して整備した「発熱トリアージ外来設備」
　半円形のテントは陰圧が可能（左が診察室で、右が検体採取用テント）
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【発熱トリアージ外来について】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から、かかりつけの医療機関を受診した発熱
患者と一般患者との接触機会を減らすため、
鹿本医師会会員医療機関からの紹介により予
約制で診療・検査を実施する。診察にあたる
のは鹿本医師会会員医師と看護師。
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